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研究成果の概要（和文）：ポストリソソーム生物学研究を推進するため、slackを使った関連情報の共有や３ヶ
月に一回のwebベースもしくは対面のミーテイングでの進捗報告を通してメンバー間で緊密な連携をとりながら
領域運営を進めた。また、アドバイザーの先生を交えた領域会議を合計3回開催し、研究の方向性に関する助言
を得た。学会での共催のシンポジウムも3件実施し、領域の活動をアピールした。また得られた成果について論
文発表を行った。これらの活動についてはHP (https://post-lysosome.jp/)にて情報発信を行った。

研究成果の概要（英文）：In order to promote research on post-lysosome biology, the members of the 
project team worked in close collaboration with each other through the sharing of relevant 
information using slack and progress reports in web-based or face-to-face meetings once every three 
months. In addition, a total of three area meetings were held with advisors to obtain suggestions on
 the direction of research. Three jointly co-sponsored symposia were held at academic conferences to
 promote the activities of the field. Obtained results were published as peer-reviewed papers. 
Information on these activities was disseminated on the website (https://post-lysosome.jp/).

研究分野：細胞生物学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
超高齢化社会に直面する先進諸国において健康寿命の延伸は喫緊の課題であり、ヒトにおいて老化の抑制を真に
実現するには栄養因子などの環境的要因も含めた老化・寿命制御の確固たる分子メカニズムの理解が不可欠であ
る。本領域活動を通して、この鍵を握ると考えられるポストリソソームシグナルの理解に一定の進展が見られ
た。今後得られた手がかりをもとに、様々なレベルのポストリソソームシグナルの作用機序解明を進めること
で、将来的には健康寿命延伸の実現に向けた新たなシーズ創出につながる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

リソソームは内部に多種の消化酵素を持ち、細胞内外成分の分解を担う酸性オルガネラであ

る。細胞外や細胞膜成分はエンドサイトーシス経路により、細胞内成分はオートファジー経路に

よって目的地であるリソソームへ運ばれ分解される。従来これら分解経路の研究では、リソソー

ムへの物質輸送のメカニズム解明に焦点が置かれ、事実この数十年でその理解は飛躍的に進ん

だ (図 1)。しかし、これまで一般的に知られている細胞内分解機構としての役割はリソソーム

本来の機能のほんの一部にしか過ぎないのかもしれない。実際、最近の相次ぐ発見から、リソソ

ームの分解産物や多彩なリソソーム構成要素が細胞内、細胞・組織間での情報伝達に積極的に関

与することで細胞・個体の恒常性維持を担うことが明らかになりつつある (図 1)。すなわち、

生物は物質をリソソームに運んだ後のプロセス、‘ポストリソソーム’も細胞・個体の生存戦略

の一部に組み込んでいると考えられるが、そこで働くシグナルの実体や作用機序の全容の理解

にはまだ程遠い状況にある。本研究では、高次生命現象の中でもポストリソソームの関与が示唆

され始めている寿命・老化制御機構に着目し、ポストリソソームシグナルの解明を通して、リソ

ソームを単なる分解産物の終着点とする既存の概念を根本から転換し、多くの生命現象の起点

とする新たな研究領域、「ポストリソソーム生物学」の創成につなげる。 

 

２．研究の目的 

総括班では「ポストリソソーム生物学」の創成に向け、領域方針の策定・企画・評価を行う。 

特に A01 中村班、A02 西村班、A03 藤田班、A04 阿部班の 4 班間で行う領域内融合研究において

大きな成果を上げられるような体制を整える。本領域の大きな特徴として、様々なモデル生物と

バックグラウンド(遺伝学、細胞生物学、発生生物学、脂質生物学、プロテオミクス)を持つ研究

者によるチーム編成が挙げられる。そのため、総括班はお互いの研究をよく理解し、これらが円

滑に推進され、最大限の成果が得られるようにプラットフォームとしての機能を積極的に果た

す。また、研究成果の発信や領域外研究者との連携を促進することで、将来の分野拡大につなげ

る。 

 

３．研究の方法 

1. 領域運営方針の策定: 領域の研究方針、企画調整について議論する。年に 1回の全体領域会

議に加え、web ベースで 2ヶ月に 1回細かな方向性の打ち合わせを行う。 

図 1 本研究領域の研究対象 



2. 全体領域会議の開催: 年 1 回の全体領域会議を開催し、各研究の進捗状況の報告をするとと

もに領域内の共同研究につながる情報交換の場とする。  

3. ホームページ・SNS での発信: 研究目的や研究組織などの基本情報および研究成果を発信す

るためにホームページを開設するともに SNS で成果やシンポジウム等の情報を発信する。  

 

４．研究成果 

以下に具体的に行った総括班の活動と成果を挙げる。 

1. 領域運営方針の策定: 

約 3 ヶ月に 1回の領域メンバーによる web および対面 ミーテイングを行い、進捗報告をすると
ともに、以降の研究の計画について話し合った。また slack を使った情報交換、最新の論文情報
の共有などを行った。 
 
2. 全体領域会議の開催: 
領域全体の会議を年 1回、合計 3回東京大学、徳島大学、北海道大学で開催した。領域会議では
領域アドバイザー、外部の先生からのフィードバックをいただき、次の年の計画につなげた。 
 
3. ホームページ・SNS での発信: 
ポストリソソーム生物学の領域ホームページを作成し(https://post-lysosome.jp/)、領域の研
究目的、研究成果、領域会議、シンポジウム等の情報発信を行った。日本生化学会、日本細胞生
物学会、日本蛋白質学会で領域主催のシンポジウムを開催し、本領域の目的や成果の一部につい
て紹介した。 
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